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「第３回 森林技術連携フォーラム in えひめ」 

－人工林の将来～長伐期を考える－ 

 

 

 

 

 

概要 

 

独立行政法人森林総合研究所は、愛媛県農林水産研究所林業研究センターと共催で「第３回森林

技術連携フォーラム in えひめ－人工林の将来～長伐期を考える－」（第45回森林林業技術研究発

表会）を下記および別紙により開催いたします。 

我が国では、2009年に政府の打ち出した森林・林業再生プランにより、2020年までに木材自給率

を50%にすることを目標に掲げ、新たな森林資源管理の取り組みが行われています。 

全国的に伐期を迎えた壮齢人工林は増加しており、森林資源は年々充実しつつあります。しかし

一方では、長引く木材価格の低迷から、間伐などの手入れが行われなかったり、遅れたりした森林

が増加していることも事実です。 

壮齢期を迎えた人工林をどのように管理すべきか、長伐期化を目指すならばその問題点は何か、

現場の林家の視点と研究者の視点を交えながら、来場者とともに考えたいと思います。 

このフォーラムによって、人工林のおかれた現状への理解が深まるとともに新たな知見が現場へ

生かされ、林業の活性化に繋がることが期待されます。 

当日は是非取材にお越しいただき、紙（誌）面、番組等でご紹介いただければ幸いです。 

 

開催日時：平成２５年９月１１日（水）13:15～16:40 入場無料 

開催場所：久万高原町産業文化会館 愛媛県上浮穴郡久万高原町 

 

問い合わせなど 

 

連携担当者：森林総合研究所四国支所 産学官連携推進調整監 河原孝行  

広報担当者：独立行政法人 森林総合研究所四国支所 連絡調整室長 杉本育己 

             Tel：088-844-1121（代） Fax：088-844-1130 

Email：koho-ffpri-skk@gp.affrc.go.jp  

愛媛県農林水産研究所 林業研究センター 研究指導室長 豊田信行 

Tel：0892-21-2266（代） Fax：0892-21-3068 

Email：ringyo-cnt@pref.ehime.jp 

 

 

 

・森林・林業に関する新しい知見や技術開発成果を発信し、地域での有効な活用方法を現場

の技術者・研究者が一緒に考える 

・人工林の将来の管理の在り方、問題点を共有して、解決のための糸口を探る 

この資料は、四国４県県政記者クラブ（愛媛県は愛媛番町記者クラブ）へ配布しています。
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